
第１5 回独立行政法人契約監視委員会 

 

令和４年７月 

独立行政法人経済産業研究所 

１．日時 

令和４年６月３日（金） 

 

２．審議形式 

オンラインビデオ会議による審議 

 

３．出席者 

（１）委員 

白山委員長、向委員、橋本監事、鈴木監事 

（２）独立行政法人経済産業研究所 

矢野理事長、吉田理事、林総務ディレクター、 

吉田総務副ディレクター、齋木総務専門職 

 

４．審議内容 

経済産業研究所の契約状況について 

・令和３年度の契約内容及び契約方式の状況 

 

５．概要 

（１）開催挨拶 

      冒頭、矢野理事長から開催挨拶が行われた。 

（２）経済産業研究所の契約状況について、事務局から説明後、質疑が行

われた（主な質疑については別紙参照）。なお、個別の契約に対する

指摘はなかった。 
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（別紙） 

質問・意見 回答 

        

■競争性のない随意契約理由及び契約価格の妥当性 

  ＜他機関との共同研究＞ 

 「慢性緊張型頭痛を有する勤労者に対するインターネット認知行動療法の有効性を検討 

するランダム化比較試験」に係る共同研究契約：国立大学法人千葉大学  

 

・ 

 

 

 

 

 

・ 

 

事実関係の確認ということで、千葉大学と

の契約金額は、委託に係る調査会社への

外注費が直接経費で、その額に 30％の間

接費がかかって、その合計額という理解で

よろしいか。 

 

本契約に関して、RIETI 側で確定検査は、

実施しているという理解でよろしいか。 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

・ 

契約金額の内訳はご理解のとおり。 

 

 

 

 

 

本契約は、概算契約ではなく同大学の様式

に基づいて契約しているため、確定検査は

行っていないが、支払の際に調査を受託し

た外注先への支払いに関する証憑類の確

認を行った。 

 

  ＜情報システム関連＞ 

第四期ＲＩＥＴＩ ＰＣ－ＬＡＮサービス賃貸借変更契約：株式会社 JECC  株式会社 PFU  

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約延長に係る賃貸借料に含まれる、シス

テム構築に係る費用は当初の契約期間満

了で、支払い済みとなっているとの考えに

基づくと、資料に説明があるように、賃貸借

料の減額があっても当然とも考えるが、交

渉しても契約先の承諾を得られなかったと

いう理解でよろしいか。 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員のご理解と同様の考えに基づき、交渉し

たところ、システム構築費用は、契約期間延

長後も引き続きサービスの質を維持するため

に、ソフト面、ハード面での情報セキュリティ

の対応や使用時のトラブル回避のためのメン

テナンスなどの対応が必要となることから、減

額は困難との回答であった。 

ご指摘の点ごもっともであるが、別件でＩＴ関

係の機器の構築維持という意味で同種の案

件について議論したときの話を紹介させてい

ただく。 

ＩＴは技術の動きが速く、特にセキュリティ対

応を我々が要件で求めている場合、先方は
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・ 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、同様のケースでは、引き続き減額交

渉も対応いただければと思う。 

 

研究所基幹の PC-LAN システム更新に伴

う、関連システムの移行に関しては、第四

期ＲＩＥＴＩ PC-LAN システムから第五期ＲＩ

ＥＴＩ PC-LAN システムへの更新の完了を

もって、区切りがついたとの理解でよろしい

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

・ 

それを守ることを最優先に考えるそうで、 そ

の場合にソフトウェアのアップデートや、ハー

ドウェアでも機器の不具合が出たときの対応

など、一度構築した後も、かなり頻繁にアップ

デートを実施し、あるいは機器について物理

的な更新や故障時の代替対応などをしない

とセキュリティが守れない状況が、発生すると

のこと。我々としてはそれでも、当初の構築

に係る経費の部分を軽減していただければ

ありがたいが、家具などをそのまま使い続け

る感覚と、ＩＴ機器はかなり違うということを、最

近、別件で経験した。 

 

今後、同様の案件の対応では、経済的な予

算執行に資する減額交渉に努める。 

 

第五期ＲＩＥＴＩ PC-LAN システムについて

は、政府調達による入札の結果、２社の応札

を得て、第四期の事業者とは異なる、日立シ

ステムズが落札して、昨年１０月に移行が完

了し、現在、稼働している。そのため、関連の

システムについては、令和３年度中に移行が

完了しているので、基盤 PC-LAN システムの

更新に伴う案件については、発生の見込み

はない。 

 

  ■一者応札・応募となったものの状況 

＜シンポジウム関係＞ 

「イベント管理システム」のサービス調達に係る役務請負契約：株式会社シャノン  

 

・ 

 

 

 

 

 

本件個別の仕様に関してのコメントではな

いが、入札説明会への参加事業者の内、

応札不参加となった事業者への聴き取り調

査の回答中に、「その（SaaS 方式の）プラッ

トフォームを持ち合わせていないため」とい

う説明があるが、この仕様を満たすプラット

・ 

 

 

 

 

 

本件仕様書の策定にあたっては、別途入札

で選定した専門的知見を有する事業者の支

援の下、同種サービスの提供を行う複数の

事業者のヒアリングを通じ、入札参加を拒む

要件の排除や緩和などを考慮するとともに

CIO 補佐官の意見を踏まえ、決定した。 
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フォームがどの程度の特殊性を持っていた

かという観点が、今年２月に公正取引委員

会から出された「官公庁における情報シス

テム調達に関する実態調査報告書」でも報

告されている「ベンダーロックイン」にも関わ

ってくるので、今後、同種の案件で仕様を

検討される際には、競争の障害となる可能

性の有無も念頭に置いて検討いただくポイ

ントの一つとも考える。 

 

今後も、同種案件の仕様書策定にあたって

は、参加が見込まれる事業者へのヒアリング

や周辺情報の収集に努めるなど、競争を阻

害する可能性のある要件の排除をより一層

念頭に置き、検討に努める。 

 

 

 

  ■その他 

  ＜公募の落札率について＞ 

・ 

 

公募により選定したデータベース利用・

購入に係る契約の中で、落札率が 100％

など高くなっている結果については、ど

うような経緯から出た結果と理解したら

よろしいか。 

・ 

 

データベース利用・購入に係る契約につい

ては、研究に適合したデータベースを一般

市場から絞り込み、事前の市場調査によっ

て予算上限額を決定のうえ、公募の際に予

算限度額を提示して公募するため、結果と

して落札率が１００％若しくは１００％に

近い落札率となったものと考えている。 

 

  ＜令和３年度契約全般について＞ 

   

・ 

 

 

今年度の契約を時系列でみると競争性の

ない随意契約の比率が昨年度に比べ、下

がっているので、この傾向が続けばと思う。

また、共同研究については、競争になじま

ない側面もあるが、情報システム関連の案

件などは、競争性を阻害することのないよう

な仕様書の作成にご尽力いただきたい。 

 

・ 

 

今後も契約手続の遂行にあたっては、一層

の競争性・透明性の確保に努める。 

 


